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イネホールクロップサイレージの栄養特性区 分 指 導 題 名

［要約］ホールクロップサイレージ用イネは黄熟に刈取を行うと 含量、サイレーTDN
ジ品質が良好である。

キーワード 飼料用イネ 刈取時期 畜産研究所 飼料生産研究室ホールクロップサイレージ

背景とねらい１

水田機能を保持したまま飼料生産を行うことは、自給飼料増産および水田集落営農に

おける役割も大きい。そこで、飼料イネの低コスト生産技術を確立するとともに、飼料

価値を高めるサイレージ調製技術の現地における実証を行った。

成果の内容２

( )飼料イネの熟期が進むにつれて、 含量が増加した。 含量は黄熟期で ％1 TDN TDN 56
～ ％と最大となった（表 、図１ 。58 1 ）

( )直接収穫（ダイレクトカット）調製を行うことを想定した場合、熟期別に調製され2
たイネホールクロップサイレージの発酵品質は黄熟期において最も良い発酵品質を示

した （表 。。 ）2
( )イネホールクロップサイレージ収穫専用機において調整されたサイレージの経時的3
品質変化では、翌年４月までは発酵品質に変化は認められなかった。５月には入りや

や発酵品質が低下したが、良質とされる発酵品質（ 点以上）であった（V-SCORE 80
図 。2）
( )黄熟期刈りした飼料イネの自由採食量は、牧草サイレージ（オーチャード 番草、4 1

） 、 （ ）。オ ーチャード 番草 と比較した場合 採食量に有意な差は見られなかった 表３2

成果活用上の留意事項３

( )降雨や圃場の条件により品質が大きく影響されることから、収穫作業は晴れた日を1
選んで行うこと。

( )イネホールクロップサイレージは 含量に比べ 含量が少ないため、他の牧草2 TDN CP
に比べて飼料の組み合わせを考慮する必要がある。

( )給与のあたっては徐々に給与量を増していくなどの馴致が必要である。3
( )食用品種を用いた。4

成果の活用方法等４

(1)適用地帯又は対象者等 県下全域

(2)期待する活用効果 飼料用イネの現地でのサイレージ調製の参考となる。

当該事項に係る試験研究課題５

( )寒冷地北部におけるホールクロップサイレージ用イネの栽培実証1
( )省力・低コスト生産技術体系の確立（ ～ 委託）740 H13 14

( )寒地・寒冷地における飼料イネ生産・利用による畜産物生産2
( )寒冷地北部における飼料イネ生産給与体系化技術の確立（ ～ 委託）740 H15 17
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試験成績の概要（具体的なデータ）７
表 1 　 熟 期 別 栄 養 収 量

移 植 栽 培 直 播 栽 培
熟 期 乳 熟 期 乳 熟 期 （ 後 ） 糊 熟 期 黄 熟 期 乳 熟 期 糊 熟 期 黄 熟 期

８ ／ ２ ０ ８ ／ ２ ７ ８ ／ ３ ０ ９ ／ １ ０ ８ ／ ２ ７ ９ ／ ３ ９ ／ １ ０

収 穫
出 穂 後 積 算 温 度 31 9  4 8 2  5 4 5  7 7 3  2 9 5  5 8 6  

生 草 収 量 ㎏ / 1 0 a 2 ,9 79 3 ,4 9 7 3 ,1 8 2 3 ,0 94 2 ,1 2 8 2 ,1 12 1 ,6 1 8
乾 物 収 量 ㎏ / 1 0 a 9 11 1 ,0 5 8 1 ,1 3 1 1 ,2 37 7 2 1 7 77 6 35
穀 実 割 合 （ ％ ） 27 42 4 5 5 2 2 2 4 0 45
Ｔ Ｄ Ｎ 収 量 ㎏ / 1 0 a 4 85 5 7 3 6 3 3 7 1 6 3 7 9 4 18 3 60

飼 料 イ ネ サ イ レ ー ジ の 成 分 と 栄 養 価

水 分 （ ％ ） 7 3 .0 % 7 2 . 6 % 6 8 . 9 % 6 4 . 3 % 7 1 . 6 % 6 5 . 8 % 6 1 . 6 %
粗 タ ン パ ク 質 8 .2 6 .8 7 .4 7 .2 6 .7 6 .2 5 .6
T D N （ Ｄ Ｍ ） 5 3 .2 5 4 .2 5 6 .0 5 7 .9 5 2 .5 5 3 .8 5 6 .7
O C C + O a （ Ｄ Ｍ ） 3 1 .8 3 9 .7 3 9 .0 3 9 .3 3 5 .7 4 0 .3 4 2 .8
A D F （ Ｄ Ｍ ） 3 8 .9 3 2 .2 3 1 .2 2 8 .0 3 5 .5 3 1 .8 2 8 .1

※ Ｔ Ｄ Ｎ は 九 州 沖 縄 農 研 の 推 定 式 を 用 い た ※ 栽 培 地 　 紫 波 町 　
※ 品 種 ： ヒ メ ノ モ チ
※ 出 穂 は 移 植 栽 培 で 8 月 5 日 、 直 播 栽 培 で 8 月 1 4 日

表 2 　 熟 期 別 の サ イ レ ー ジ 品 質

移 植 栽 培 直 播 栽 培
熟 　 期 乳 熟 期 乳 熟 期 （後 ） 糊 熟 期 黄 熟 期 乳 熟 期 糊 熟 期 黄 熟 期

８／ ２０ ８／ ２７ ８ ／ ３０ ９ ／ １ ０ ８ ／ ２ ７ ９ ／ ３ ９／ １０

水 分 ％ 7 3 .0% 7 2 .6% 6 8 .9% 6 4 .3% 7 1 .6% 6 5 .8% 6 1 .6%
Ｐ Ｈ 5 .7 4 .6 5 .2 5 .1 4 .7 4 .9 4 .5
ＴＮ （新 鮮 物 ） ％ 0 .4 13 0 .3 47 0 .4 28 0 .4 67 0 .3 59 0 .3 58 0 .3 43
ＶＢ Ｎ ％ 0 .0 70 0 .0 47 0 .0 58 0 .0 50 0 .0 54 0 .0 41 0 .0 30
V BN /TN ％ 16 .8 13 .7 13 .4 10 .7 15 .1 11 .4 8 .7
酢 酸 ％ 0 .17 0 .27 0 .18 0 .10 0 .24 0 .07 0 .03
ﾌﾟﾛ ﾋ ﾟｵﾝ 酸 ％ 0 .02 0 .08 0 .03 0 .01 0 .02 0 .01 0 .00
酪 酸 ％ 0 .17 0 .40 0 .31 0 .06 0 .46 0 .24 0 .07
Ｖ－ Ｓ Ｃ ＯＲ Ｅ 合 計 44 .0 38 .8 46 .8 81 .3 29 .9 63 .0 8 6 .7

※ 1 1月 2 日 に サ ンプ リ ン グ 。 調 製 後 後 5 3日 か ら 73 日

図 1　飼 料 用 イ ネ の 収 穫 時 期 と 栄 養 収 量
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図 2　イ ネ Ｗ Ｃ Ｓ 品 質 の 経 時 的 変 化
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※調製を黄熟期に行った。

表３　自由採食量の比較（乾物重）

オーチャード１番草Ｓ オーチャード２番草Ｓ イネホールクロップＳ

乳牛※ 7.44 a 5.51 a 6.80 a
肉用牛※ 5.74 a 5.52 a 5.14 a
全体平均 6.59 a 5.51 a 5.97 a

※異なる文字の間に有意差あり（５％水準）
※乳用牛は初任牛・育成牛、肉用牛は黒毛繁殖牛
※単位はｋｇ/３時間。給与開始からの終了までの３時間の合計値。


